
非
上
場
企
業
が

配
当
を
出
す
と
き
の

ル
ー
ル
と
注
意
点

大野公認会計士事務所
税理士・公認会計士

大　野　貴　史

非
上
場
の
同
族
会
社
で
は
、
配
当
は
損
金
算
入
で
き
ず
、
役
員
報
酬
に
比
べ
て
メ
リ
ッ
ト
は
少
な
い
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

配
当
額
を
自
由
に
設
定
で
き
、
社
会
保
険
料
負
担
が
不
要
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。
本
稿
で
は
、
非
上
場
企
業
が
配
当

を
出
す
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
、
配
当
の
決
定
方
法
、
税
務
処
理
な
ど
の
基
本
ル
ー
ル
を
解
説
し
ま
す
。
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非
上
場
企
業
が
配
当
を
出
す

メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

⑴
　
配
当
を
出
す
メ
リ
ッ
ト

　

配
当
は
、
会
社
の
利
益
を
株
主
に
還

元
す
る
手
段
で
す
。
上
場
会
社
で
は
、

資
本
コ
ス
ト
や
株
価
を
意
識
し
た
経
営

の
た
め
、
配
当
や
自
社
株
買
い
な
ど
の

株
主
還
元
策
を
積
極
的
に
行
な
っ
て
い

ま
す
。
２
０
２
５
年
３
月
期
の
配
当
性

向
は
35
％
を
超
え
る
模
様
で
す
。

　

非
上
場
企
業
で
は
、
株
主
と
役
員
が

同
一
の
場
合
が
多
い
で
す
が
、
配
当
は

役
員
で
な
い
株
主
も
会
社
の
利
益
を
受

け
取
れ
る
点
が
メ
リ
ッ
ト
で
す
。
従
業

員
や
取
引
先
が
株
主
で
あ
る
場
合
、
配

当
に
よ
っ
て
関
係
を
良
好
に
保
つ
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

金
銭
的
な
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
配

当
に
は
社
会
保
険
料
が
か
か
ら
な
い
点

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
未
成
年
の
現
経
営
者
の
子
息

が
株
主
で
あ
る
場
合
に
は
、
配
当
を
利

用
し
て
子
息
の
資
産
運
用
、
資
産
形
成

を
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

現
経
営
者
の
親
族
が
株
主
で
あ
れ

ば
、
現
経
営
者
が
役
員
報
酬
と
し
て
利

益
を
す
べ
て
受
け
取
る
よ
り
も
、
配
当

を
活
用
す
る
こ
と
で
所
得
分
散
に
よ
る

節
税
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
特
定
同
族
会
社
の
留
保

金
課
税
」
を
回
避
す
る
た
め
に
も
、
配

当
を
活
用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
こ
の
制
度
は
、
会
社
が
利
益
を
た

め
込
む
こ
と
に
よ
る
過
剰
な
租
税
回
避

を
防
ぐ
た
め
の
も
の
で
、
一
定
以
上
の

内
部
留
保
が
あ
る
場
合
に
追
加
の
法
人

税
が
課
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
特
定
同
族
会
社
の
留
保
金

課
税
は
、
資
本
金
が
１
億
円
以
下
の
法

人
に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

⑵
　
配
当
を
出
す
デ
メ
リ
ッ
ト

　

一
方
で
、
配
当
に
は
資
金
流
出
の
デ

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
配
当
を
実
施

す
る
と
手
元
資
金
が
減
少
し
、
設
備
投

資
や
新
規
事
業
へ
の
投
資
資
金
が
制
限

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

税
務
上
の
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
役

員
報
酬
は
企
業
の
費
用
（
損
金
）
と
し

て
認
め
ら
れ
ま
す
が
、
配
当
は
損
金
算

入
が
で
き
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
配
当
は
法
人
税
を
支
払
っ

た
後
の
利
益
か
ら
行
な
わ
れ
、
さ
ら
に

個
人
株
主
に
は
所
得
税
が
課
さ
れ
る
の

で
、「
二
重
課
税
」
が
生
じ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
役
員
報
酬
と
比
較
す
る

と
、
税
務
負
担
が
増
え
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
一
度
配
当
を
行
な
う
と
、
株

主
は
継
続
的
な
配
当
を
期
待
す
る
た

め
、
業
績
が
悪
化
し
て
も
配
当
を
出
し

続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
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こ
の
よ
う
に
、
非
上
場
企
業
に
と
っ

て
、
配
当
は
株
主
へ
の
利
益
還
元
や
所

得
分
散
に
よ
る
節
税
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
が
、
資
金
流
出
や
追
加
の
税
金

負
担
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま

す
。
会
社
の
資
金
計
画
や
税
務
を
考
慮

し
な
が
ら
、
配
当
を
適
切
に
決
定
し
ま

し
ょ
う
。

配
当
金
額
の
決
め
方
と

税
務
の
ポ
イ
ン
ト

⑴
　
会
社
法
の
ル
ー
ル

　

配
当
を
行
な
う
に
は
、
会
社
法
と
税

務
上
の
観
点
か
ら
適
正
な
範
囲
で
決
定

し
、
適
正
な
手
続
き
を
行
な
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

会
社
が
配
当
を
行
な
う
に
は
、
会
社

法
上
の
「
分
配
可
能
額
」
の
範
囲
内
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
分
配
可
能
額

を
超
え
た
配
当
は
会
社
法
違
反
と
な
る

た
め
、
事
前
に
確
認
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
分
配
可
能
額
が
あ
っ
た
と
し

て
も
、
会
社
の
資
金
繰
り
や
運
転
資

金
、
将
来
の
投
資
計
画
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
慮
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
株
主

構
成
や
株
主
か
ら
の
配
当
の
要
求
度
合

い
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
慎
重
に
決
定
し

ま
す
。

⑵
　
税
務
上
の
ポ
イ
ン
ト

　

税
務
上
、
配
当
は
損
金
に
な
ら
ず
、

法
人
税
の
課
税
後
の
利
益
か
ら
支
払
わ

れ
ま
す
。
一
方
、
役
員
報
酬
は
損
金
算

入
が
可
能
な
た
め
、
法
人
税
の
負
担
を

軽
減
で
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
会
社
の
法
人
税
率
と
オ

ー
ナ
ー
個
人
の
所
得
税
率
を
比
較
し
、

役
員
報
酬
と
配
当
の
バ
ラ
ン
ス
を
調
整

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

配
当
を
受
け
取
っ
た
個
人
株
主
は
、

配
当
所
得
と
し
て
、
所
得
税
・
住
民
税

の
総
合
課
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
配

当
控
除
（
配
当
所
得
の
10
％
ま
た
は
5

％
）
を
受
け
ら
れ
る
も
の
の
、
累
進
税

率
（
最
高
56
％
）
が
適
用
さ
れ
る
た

め
、
税
負
担
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

必
要
で
す
。

　

ま
た
、
株
主
法
人
が
受
け
取
る
配
当

に
は
「
益
金
不
算
入
制
度
」
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

　

益
金
不
算
入
の
割
合
は
、
持
株
比
率

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
（
図
表
１
）。

た
と
え
ば
、
親
会
社
が
子
会
社
か
ら
受

け
取
る
配
当
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た

せ
ば
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。
株
式
の
保
有

割
合
が
３
分
の
１
を
超
え
る
場
合
に
は

源
泉
徴
収
も
不
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
配
当
金
額
の
決
定

は
、
会
社
法
の
分
配
可
能
額
、
会
社
の

資
金
繰
り
、
株
主
の
状
況
、
税
負
担
の

４
つ
の
観
点
か
ら
総
合
的
に
検
討
す
る

こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

配
当
を
出
す
際
の

実
務
上
の
留
意
点

⑴
　
分
配
可
能
額
の
範
囲
内
か

　

ま
ず
、
配
当
を
行
な
う
た
め
に
は
、

会
社
法
上
の
分
配
可
能
額
の
範
囲
内
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
配
当
金
額
の
総
額
が
分
配
可
能

額
を
超
え
な
い
よ
う
慎
重
に
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
し
ょ
う
。

　

分
配
可
能
額
と
は
、
貸
借
対
照
表
の

純
資
産
の
部
の
株
主
資
本
の
そ
の
他
資

本
剰
余
金
と
そ
の
他
利
益
剰
余
金
の
合

計
額
か
ら
、
自
己
株
式
の
金
額
を
控
除

し
た
額
を
指
し
ま
す
（
図
表
２
）。

⑵
　
コ
ベ
ナ
ン
ツ
条
項
に
抵
触
し
な
い
か

　

ま
た
、
銀
行
か
ら
融
資
を
受
け
て
い

る
場
合
は
、
融
資
契
約
書
に
定
め
ら
れ

た
財
務
制
限
条
項
（
コ
ベ
ナ
ン
ツ
）
を

確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

契
約
内
容
に
よ
っ
て
は
、
財
務
制
限

条
項
に
抵
触
す
る
こ
と
で
配
当
の
実
施

が
制
限
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
慎

重
に
確
認
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

⑶
　
会
社
法
の
手
続
遵
守

　

配
当
金
額
を
決
定
し
た
後
は
、
会
社

法
に
基
づ
い
た
適
正
な
手
続
き
を
踏
む

必
要
が
あ
り
ま
す
。
非
上
場
企
業
で
あ

っ
て
も
、
株
主
総
会
の
普
通
決
議
に
よ

図表１　受取配当等の益金不算入制度

図表２　分配可能額のイメージ

株主資本  

　資本金 

　資本剰余金

　　資本準備金

　　その他資本剰余金

　利益剰余金

　　利益準備金

　　その他利益剰余金

　自己株式

受取配当等の
益金不算入額

受取配当等×100％

受取配当等－
　　負債利子控除額

受取配当等×50％

受取配当等×20％

株式等保有割合

100%

３分の１超
100%未満

５%超３分の１以下

５%以下

区分

完全子法人株式等

関連法人株式等

その他株式等

非支配目的株式等

△控除

合計額

分配可能額
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る
承
認
が
求
め
ら
れ
、
一
般
的
に
は
定

時
株
主
総
会
に
お
い
て
配
当
の
決
議
が

行
な
わ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
定
款
に
中
間
配
当
に
関
す
る

定
め
が
あ
る
場
合
は
、
取
締
役
会
の
決

議
に
よ
り
配
当
を
行
な
う
こ
と
が
可
能

で
す
。

　

配
当
を
実
施
す
る
際
に
は
、
配
当
財

産
の
種
類
（
金
銭
）、
１
株
当
た
り
の

配
当
金
額
お
よ
び
総
額
、
効
力
発
生

日
、
配
当
原
資
（
資
本
剰
余
金
を
配
当

原
資
と
す
る
場
合
）
を
決
定
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
特
に
資
本
剰
余
金
を
配

当
原
資
と
す
る
場
合
に
は
、
み
な
し
配

当
が
発
生
し
税
務
上
の
影
響
が
生
じ
る

た
め
、
事
前
に
税
理
士
へ
相
談
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。

　

配
当
を
行
な
う
際
に
は
、
誰
に
対
し

て
支
払
う
の
か
を
明
確
に
す
る
た
め
、

定
款
で
定
め
ら
れ
た
基
準
日
を
確
認

し
、
基
準
日
時
点
の
株
主
名
簿
を
元
に

配
当
を
受
け
る
べ
き
株
主
を
確
定
し
ま

す
。
そ
の
後
、
株
主
に
は
銀
行
振
込
な

ど
で
配
当
を
支
払
い
、
あ
わ
せ
て
配
当

金
計
算
書
（
支
払
通
知
書
）
を
送
付
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

⑷
　
税
務
上
の
取
扱
い

　

非
上
場
企
業
が
個
人
株
主
に
配
当
を

支
払
う
場
合
は
、
所
得
税
お
よ
び
復
興

特
別
所
得
税
（
税
率
20
・
42
％
）
を
源

泉
徴
収
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
源
泉

徴
収
し
た
所
得
税
は
、
配
当
を
支
払
っ

た
月
の
翌
月
10
日
ま
で
に
「
配
当
等
の

所
得
税
徴
収
高
計
算
書
」
を
用
い
て
納

付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
株
主
ご
と
の
配
当
金
額
を
記

載
し
た
「
支
払
調
書
」
と
、
支
払
調
書

の
合
計
額
を
ま
と
め
た
「
支
払
調
書
合

計
表
」
を
作
成
し
、
支
払
い
が
確
定
し

て
か
ら
１
か
月
以
内
に
税
務
署
に
提
出

し
ま
す
。
支
払
調
書
に
は
、
株
主
ご
と

に
支
払
金
額
、
支
払
確
定
日
、
株
主
お

よ
び
会
社
の
個
人
番
号
ま
た
は
法
人
番

号
を
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

支
払
調
書
合
計
表
に
は
、
１
人
当
た

り
の
支
払
額
が
３
万
円
を
超
え
る
株
主

の
支
払
調
書
を
添
付
し
、
税
務
署
へ
提

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
配
当
計
算
期
間
の
初
日
か
ら

末
日
ま
で
継
続
し
て
完
全
支
配
関
係

（
株
式
保
有
割
合
１
０
０
％
）
に
あ
る

法
人
へ
の
配
当
や
、
配
当
基
準
日
に
お

い
て
株
式
保
有
割
合
が
３
分
の
１
を
超

え
る
株
主
へ
の
配
当
に
つ
い
て
は
、
源

泉
徴
収
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
個
人
株
主
の
所
得
税
に
与
え

る
影
響
に
つ
い
て
も
考
慮
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

個
人
が
受
け
取
る
配
当
は
「
配
当
所

得
」
と
し
て
総
合
所
得
に
含
ま
れ
る
た

め
、
確
定
申
告
が
必
要
と
な
り
、
他
の

給
与
所
得
な
ど
と
合
算
し
て
累
進
税
率

（
最
高
税
率
56
％
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
配
当
控
除
の
適
用
を
受
け
る

こ
と
で
、
配
当
所
得
の
10
％
ま
た
は
５

％
の
税
額
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
可
能

で
す
。

　

な
お
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す
場
合

に
は
確
定
申
告
を
不
要
と
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
１
回
の
配

当
金
額
が
「
10
万
円 

× 

配
当
計
算
期

間
の
月
数 

÷ 

12
」
以
下
で
あ
れ
ば
、

納
税
者
の
判
断
に
よ
り
確
定
申
告
を
し

な
く
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

　

経
営
者
一
族
が
株
主
で
あ
れ
ば
、
配

当
控
除
の
適
用
や
確
定
申
告
不
要
制
度

の
利
用
が
可
能
か
ど
う
か
、
事
前
に
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な
っ
て
お
く
こ

と
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。

事
業
承
継
対
策
と

配
当
の
関
係

　

最
後
に
事
業
承
継
・
相
続
と
配
当
の

関
係
を
見
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

⑴
　
従
業
員
持
株
会
の
導
入

　

非
上
場
企
業
で
は
、
相
続
税
対
策
が

課
題
と
な
り
ま
す
。
従
業
員
持
株
会
を

活
用
す
る
こ
と
は
、
相
続
税
対
策
に
加

え
、
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上

に
も
有
効
で
す
。

　

経
営
者
は
自
身
の
持
株
を
従
業
員
持

株
会
に
譲
渡
す
る
こ
と
で
、
相
続
財
産

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

従
業
員
持
株
会
に
配
当
を
行
な
う
こ
と

で
、
従
業
員
は
資
産
形
成
の
機
会
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

従
業
員
持
株
会
を
導
入
す
る
際
に

は
、
配
当
に
関
す
る
種
類
株
式
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
も
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　

従
業
員
持
株
会
を
導
入
し
た
場
合
、

原
則
と
し
て
配
当
を
実
施
し
ま
す
。
一

般
的
に
、
従
業
員
は
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ

ン
を
得
ら
れ
な
い
た
め
、
会
社
か
ら
の

配
当
を
受
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
株

式
を
保
有
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
従
業
員
持
株
会
が
会
社
の

経
営
に
関
与
す
る
の
は
望
ま
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
無
議
決
権
の
優

先
配
当
株
式
を
従
業
員
持
株
会
に
割
り

当
て
る
こ
と
で
対
応
し
ま
す
。

　

経
営
者
一
族
の
株
主
に
は
配
当
を
行

な
わ
ず
、
従
業
員
持
株
会
に
は
配
当
を

実
施
す
る
こ
と
で
、
経
営
者
一
族
は
会

社
の
支
配
権
を
維
持
し
な
が
ら
、
従
業

員
は
資
産
形
成
の
機
会
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

⑵
　
後
継
者
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
事
業
承
継

　

非
上
場
企
業
で
は
、
事
業
承
継
が
課

題
と
な
り
ま
す
。
後
継
者
に
対
し
て
配

当
に
関
す
る
種
類
株
式
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
次
世
代
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
事
業

承
継
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
現
経
営
者
の
株
式
を
劣
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後
配
当
の
種
類
株
式
に
変
更
し
、
後
継

者
に
無
議
決
権
の
普
通
株
式
を
発
行
ま

た
は
譲
渡
し
ま
す
。
劣
後
配
当
の
種
類

株
式
は
、
配
当
の
支
払
い
を
後
回
し
に

す
る
株
式
で
あ
り
、
相
続
税
評
価
額
を

低
く
抑
え
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
現
経
営
者
の
相
続
税

対
策
を
講
じ
つ
つ
、
経
営
権
を
維
持
し

た
ま
ま
、
後
継
者
に
財
産
権
（
配
当
を

受
け
る
権
利
）
の
み
を
承
継
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
ま
す
。

⑶
　
持
株
会
社
を
利
用
し
た
事
業
承
継

　

事
業
承
継
の
ス
キ
ー
ム
の
１
つ
と
し

て
、
持
株
会
社
を
利
用
す
る
方
法
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
も
配
当
を
活
用
す
る
ス

キ
ー
ム
の
１
つ
で
す
。

　

こ
の
ス
キ
ー
ム
は
、
①
後
継
者
が
新

設
会
社
を
設
立
し
、
②
新
設
会
社
が
金

融
機
関
な
ど
か
ら
融
資
を
受
け
、
③
現

経
営
者
か
ら
既
存
会
社
の
株
式
を
買
い

取
る
こ
と
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
場

合
、
新
設
会
社
は
既
存
会
社
の
持
株
会

社
と
な
り
ま
す
（
図
表
３
）。

　

既
存
会
社
が
④
持
株
会
社
に
配
当
を

行
な
い
、
持
株
会
社
は
そ
の
配
当
金
を

⑤
融
資
を
受
け
た
金
融
機
関
へ
の
返
済

に
充
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

持
株
会
社
と
既
存
会
社
と
が
完
全
親

子
会
社
の
関
係
で
あ
れ
ば
、
持
株
会
社

が
受
け
取
っ
た
配
当
は
益
金
不
算
入
と

な
り
ま
す
。
税
負
担
を
生
じ
さ
せ
る
こ

と
な
く
、
返
済
に
充
て
る
こ
と
が
可
能

で
す
。

⑷
　
配
当
の
自
社
株
評
価
に
対
す
る
影
響

　

配
当
が
自
社
株
の
評
価
額
に
影
響
す

る
点
に
も
考
慮
が
必
要
で
す
。

　

類
似
業
種
比
準
方
式
で
は
、
配
当
金

額
、
利
益
金
額
、
純
資
産
価
額
の
３
つ

の
比
準
要
素
を
も
と
に
株
価
を
算
定
す

る
た
め
、
配
当
を
増
や
す
と
株
価
が
上

昇
し
、
自
社
株
の
相
続
税
評
価
額
が
高

く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
類
似
業
種
比
準
方
式
に
お

い
て
、
比
準
要
素
数
が
０
ま
た
は
１
の

会
社
は
、「
特
定
の
評
価
会
社
」
に
該

当
し
、
相
対
的
に
株
価
が
高
く
算
定
さ

れ
る
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場

合
、
意
図
的
に
配
当
を
行
な
う
こ
と

で
、
特
定
の
評
価
会
社
に
該
当
し
な
い

よ
う
に
調
整
し
、
結
果
と
し
て
株
価
を

引
き
下
げ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

配
当
金
額
の
基
準
要
素
は
、
直
前
期

の
２
年
間
ま
た
は
直
前
々
期
の
２
年
間

の
平
均
で
判
定
さ
れ
る
た
め
、
類
似
業

種
比
準
方
式
で
評
価
さ
れ
る
企
業
で

は
、
計
画
的
な
配
当
の
実
施
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑸
　
配
当
優
先
の
株
式
の
評
価

　

現
経
営
者
に
配
当
優
先
の
株
式
を
付

与
し
た
場
合
、
株
式
の
相
続
税
評
価
額

は
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。

　

自
社
株
を
類
似
業
種
比
準
方
式
に
よ

り
評
価
す
る
場
合
に
は
、「
１
株
当
た

り
の
配
当
金
額
」
と
い
う
比
準
要
素
を

株
式
の
種
類
ご
と
に
計
算
し
て
評
価
し

ま
す
。
一
方
、
自
社
株
を
純
資
産
価
額

方
式
に
よ
り
評
価
す
る
場
合
は
、
配
当

優
先
の
有
無
が
相
続
税
評
価
額
に
影
響

を
与
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
社
債

類
似
株
式
（
第
二
類
型
）
は
、
経
済
的

実
質
が
社
債
に
類
似
し
て
い
る
た
め
、

発
行
価
額
に
よ
り
評
価
さ
れ
ま
す
。
一

定
の
条
件
と
は
、
①
配
当
金
の
優
先
分

配
が
あ
る
こ
と
、
②
残
余
財
産
の
分
配

は
発
行
価
額
を
超
え
な
い
こ
と
、
③
一

定
期
日
に
発
行
会
社
が
株
式
の
全
部
を

発
行
価
額
で
償
還
す
る
こ
と
、
④
議
決

権
を
有
し
な
い
こ
と
、
⑤
他
の
株
式
を

対
価
と
す
る
取
得
請
求
権
を
有
し
な
い

こ
と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
相
続
対
策
と
し
て
配
当

に
関
す
る
種
類
株
式
を
発
行
す
る
場
合

に
は
、
株
式
の
評
価
に
も
影
響
を
与
え

る
た
め
、
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　

＊　

＊　

＊

　

配
当
を
実
施
す
る
際
に
は
、
法
務
・

税
務
・
資
金
繰
り
な
ど
多
方
面
か
ら
慎

重
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
配

当
の
実
施
に
は
多
く
の
法
務
・
税
務
上

の
要
件
が
関
わ
る
た
め
、
事
前
の
確
認

と
適
切
な
手
続
を
行
な
う
こ
と
が
不
可

欠
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●▲

お
お
の
　
た
か
し　

監
査
法
人
、
税
理
士
法
人
等
を
経
て
、
独
立
開
業
。
法
人
・
個
人
の
税
務
顧
問
お

よ
び
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
を
中
心
に
、相
続
税
・
事
業
承
継
対
策
、組
織
再
編
支
援
な
ど
を
行
な
う
。

図表３　持株会社を利用した事業承継

既存会社 新設会社

後継者

①会社設立

既存会社 新設会社 銀行

後継者

②借入

現経営者 現経営者

⑤返済④配当

③株式譲渡

実行前 実行後


